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地域とのつながりを感じながら  

去る 20日（土）の午後、「荻生まち歩きの会」の春のまち歩きに参加 

してきました。今回は荒井野の「音頭取りの碑」や薬師堂、長正寺の羅漢 

庵（らかんあん）、荻生の開拓者である有 

倉家の墓等を巡り、かつて荻生の農地をう 

るおした荻若用水の流路をたどりました。 

途中、旧八幡社跡では伝説「追われムジナ」 

の紙芝居もあり、内容に引き込まれました。 

荻生の地元の皆さんとゆっくり会話しな 

がら歩く、楽しいひとときでした。同じく 

学校から参加した芦﨑先生も、荻生地区の歴史や文化への知識・理解を深 

め、授業で生かそうと、積極的に質問をしていました。 

 6月以降、生活科や総合的な学習、社会科等で、子供たちは地域に関す 

る学習を進めていきます。地域の方々とのつながりを大切にして、より中 

身の濃い学習になればよいと考えています。「荻生まち歩きの会」の皆様 

にもご協力やご指導をいただく機会がありそうです。よろしくお願いいた 

します。 

 一方、4月下旬から毎週火曜日に地域のボランティアの皆さんに「畑の先生」として手伝っていただき

ながら整備してきた花壇と畑に、今週ようやく黒いマルチシートをかけることができました。さっそく 2

年生がサツマイモの苗を植え、各々ペットボトルのじょうろで水やりをしています。おいしいサツマイモ 

ができるといいですね。今後は他の学年も野菜やその他の植物、カラフルな花苗を順次植えていきます。 

お世話いただいた地域の皆様への感謝の気持ちをもちながら、栽培活動を進 

めていきます。 

「連合体育大会」を分散大会で行いました 
楽しみにしていた黒部市小学校連合体育大会でしたが、大変残念ながら 

19日（金）、23日（火）とも宮野山での開催がかなわず、昨年度同様、 

各校の実態に合わせた分散方式で行うこととなりました。 

 荻生小学校では、25日（木）の午前中に、これまで練習してきた全種 

目を実施する形で行いました。ほどよい天候の中、９時からの開会式に 

続いて、全員出場の 100ｍ走、50ｍハードル走。途中大休憩を挟み、 

3限からは選手種目を行いました。最後の種目 400ｍリレーのあとは閉 

会式、そして終了後に写真撮影と、充実した時間となりました。 

 どの子も前向きな気持ちで大会に臨み、競技だけでなく応援も、友達同 

士はもちろんのこと、１～４年生や荻生保育所の子供たち（お散歩の途中 

に、グラウンドをのぞいて応援してくれました）、保護者やご家族、地域 

の皆さんからも拍手や声援をいただきながら、思い切り楽しんでいる様子 

でした。 
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５・６年生がいないときは、自分たちががんばります！ 
 さて、19 日、23日とも、５・６年生は弁当持参で給食がなかったことから、ランチルームでは４年生

と３年生が特別シフトを組み、配膳や片付け、給食時の放送等の仕事に取り組みました。一人一人に自分

の役割があるからか、どの子もそれはそれは真剣に働いていて感心しました。お疲れ様！ ちなみに、朝 

や休憩時間の校内放送等の仕事も（本当は５・６年生がいたのですが）予定どおり４年生が行いました。  

 ６月にも宿泊学習 

等で高学年が学校を 

空ける日があります 

が、きっとこの調子 

で４年生を中心にが 

んばってくれること 

でしょう。 

シリーズ「教室におじゃまします」 5/22(月)６年算数科の巻 
 ６年教室内には、学級生活を明るいものにしようと係で工夫した掲示 

物が飾られ、高学年らしいまとまった雰囲気が漂っていました。 

「分数×分数 のかけ算は、どうするのだったっけ？」という岡本先生の 

問いかけに「分母は分母同士、分子は分子同士でかける」と口々に即答し、 

              前回の学習内容をよく理解している子供た 

ちです。まずは１０分間、教科書の問題に 

取り組みましたが、案の定ペースが速く、 

終わった子は巻末の補充問題もどんどんこなしていました。さすがです。 

 全体で答えを確認する際に、仮分数で答える子と帯分数で答える子とが 

いましたが、岡本先生は柔軟に対応しながら、子供たちが理解できている 

かを確かめ、苦手そうな子も安心して自分の答えを発表できていました。 

いよいよ今日の本題に入り、約分ができそうな「分数×分数」のかけ算 

の方法を考えます。分母同士、分子同士をかけてからだと数が大 

きくなり、約分が難しくなります。先生は「いかに簡単にラクチ 

ンに計算できるかですよ」と 

アドバイスします。この時間 

授業を参観していた松島先生 

も机の間を回ります。子供た 

ちは一人で考え、その後近く 

の子と集まり考えを確かめ合 

い、あるいは教え合い、自然 

な形で学び合いが生まれてい 

ました。こうした温かい教室 

の雰囲気、いいですね。 

  

おまけの＜ひとりごと＞分散大会の閉会式では６年担任の岡本先生に話をしてもらいました。岡本先生は４月から練習を重ねてこ
の日を迎え、力を出し切った５・６年生の子供たちを称え、「今日は本当に感動しました」「私は皆さんの担任ができて本当によか
ったと思っています」と、子供たちに語りかけました。一方、５年担任の髙松先生には体育主任としてこの大会の進行と子供たち
への指導を中心となってしてもらいました。ほかにも、手の空いた先生方に協力してもらって進めた温かい大会でした。応援に
来ていた家族の方からも、「宮野山よりも、近くからいい写真が撮れました」と･･･。これも分散大会ならではでした。 


